
(57)【要約】

本発明は、いかなる閉塞の問題もなく、幅広い流速域で

、人間、動物、および生物学的物質の内部で同時に流体

注入および排出をするために用いられるカテーテルであ

る。カテーテルは、２つの同軸管により構成される。そ

の近位端部は注入機器および排出機器にそれぞれ適切に

接続される。カテーテルの遠位端部は、フィルタ、また

は膜組織、または格子、または網目の籠に覆われ、同時

注入排出を行う流体力学的に動作する機器を有する。内

管は、フィルタ、または膜組織、または格子、または網

目の籠の覆いを通じ、その透過性を維持しつつ、カテー

テルの先端の周囲の空間を潤し、その一方で、その動き

によって外管を通じた排出を助ける、可動注入排出機器

に適切に組み立てられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 に お け る 圧 力 に 対 し 正 圧 を か け て 注 入 す る た め の 液 体 が 入 る 、 ポ
ン プ ま た は ボ ト ル ま た は そ の 他 の 器 具 と 近 位 端 部 で 接 続 さ れ る 注 入 内 腔 管 と 、
　 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 に お け る 圧 力 に 対 し 負 圧 を か け て 液 体 を 収 集 す る 、 ポ ン プ ま た は
ボ ト ル ま た は そ の 他 の 器 具 と 近 位 端 部 で 接 続 さ れ る 排 出 内 腔 管 と 、
　 注 入 お よ び 排 出 が 行 わ れ る に 介 在 す る 、 前 記 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 の フ ィ ル タ ま た は 膜
組 織 ま た は 格 子 ま た は 網 の 籠 と 、
　 フ ィ ル タ ま た は 膜 組 織 ま た は 格 子 ま た は 網 の 籠 の 内 部 に あ っ て 、 フ ィ ル タ ま た は 膜 組 織
ま た は 格 子 ま た は 網 の 籠 の 表 面 を 通 じ て カ テ ー テ ル 周 辺 の 空 間 へ 注 入 液 を 向 け 、 カ テ ー テ
ル 遠 位 端 部 の 生 物 学 的 堆 積 物 お よ び 結 果 堆 積 物 を 防 止 し 、 同 時 に そ の 動 き に よ り カ テ ー テ
ル 周 囲 の 液 体 の 排 出 を 助 け る 、 流 体 力 学 的 に 動 作 す る 機 器 と か ら 構 成 さ れ 、
　 液 体 を 同 時 に 注 入 お よ び 排 出 し う る 、 臨 床 ま た は ／ お よ び 前 臨 床 ま た は ／ お よ び 検 査 の
た め の 、 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ら せ ん 形 状 で あ る 流 体 力 学 的 に 動 作 す る 機 器 お よ び そ の 遠 位 端 部 に よ り 特 徴 づ け ら れ る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 遠 位 端 部 に お い て 回 転 動 作 す る 流 体 力 学 的 に 動 作 す る 機 器 に よ り 特 徴 づ け ら れ る 、 請 求
項 １ お よ び ２ に 記 載 の 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 遠 位 端 部 に お い て 、 電 気 機 械 的 ま た は 機 械 的 に 動 作 す る 、 注 入 内 腔 お よ び ／ ま た は 機 器
に よ り 特 徴 づ け ら れ る 、 請 求 項 １ 、 ２ お よ び ３ に 記 載 の 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は カ テ ー テ ル で あ り 、 人 間 お よ び ／ ま た は 動 物 の 組 織 お よ び ／ ま た は 体 内 空 間 お
よ び ／ ま た は 新 生 物 組 織 お よ び ／ ま た は 体 内 に お け る 病 理 学 上 の 液 体 蓄 積 物 に お け る 生 体
物 質 の 注 入 と 同 時 に 薬 剤 お よ び 栄 養 剤 の 注 入 に 用 い ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 臨 床 段 階 ま た は 前 臨 床 段 階 で 液 体 注 入 お よ び 吸 引 に 用 い ら れ る カ テ ー テ ル の 多 く の 種 類
が 存 在 す る 。 伝 統 的 に 、 生 体 物 質 に 挿 入 さ れ る カ テ ー テ ル の 先 端 は 「 遠 位 部 」 と 呼 ば れ 、
外 部 に と ど ま る 先 端 は 「 近 位 部 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の カ テ ー テ ル の 多 く は 単 内 腔 管 を 有 し 、 こ の 内 腔 管 を 通 じ て 使 用 者 す な わ ち 医 者 、
看 護 師 、 科 学 者 、 ま た は 検 査 技 師 は 液 体 を 択 一 的 に 注 入 ま た は 排 出 す る 。 例 え ば 臨 床 段 階
で は 、 公 知 の 静 脈 カ テ ー テ ル は 、 － 通 常 は 静 脈 に 挿 入 さ れ た 後 即 座 に － 血 液 サ ン プ ル を 吸
入 し 、 あ る い は － 通 常 は 数 時 間 あ る い は 数 日 間 に 渡 る 後 述 す る 注 入 の 間 － 薬 品 お よ び ／ ま
た は 栄 養 剤 の 溶 液 を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の カ テ ー テ ル は 、 大 量 の 液 体 を 注 入 し た り 排 出 し た り す る こ と が で き る が 、 病 的
液 体 蓄 積 物 を 薬 品 お よ び 栄 養 剤 と 連 続 し て 置 換 す る こ と を 目 的 と し て 、 同 時 に 行 う こ と は
で き な い 。 こ れ は 、 注 入 段 階 の 間 に 組 織 は 体 積 を 増 加 し 、 特 定 の ケ ー ス （ 例 え ば す で に 脳
水 腫 に 罹 っ て い る と き ） で は 危 険 ま た は 致 命 的 に す ら な り う る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 液 体 を 同 時 に 注 入 お よ び 排 出 し う る 複 内 腔 管 を 有 す る カ テ ー テ ル も ま た 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 人 体 ま た は 動 物 組 織 に 挿 入 さ れ た 後 の 微 小 透 析 用 カ テ ー テ ル は 、 近 位 端 部 に 接
続 さ れ た ポ ン プ か ら の 溶 液 で 連 続 的 に 灌 流 さ れ る 。 カ テ ー テ ル は 、 遠 位 端 部 で 膜 組 織 に よ
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り 覆 わ れ る ２ つ の 同 軸 内 腔 管 か ら 成 る 。 通 常 、 中 心 内 腔 管 は カ テ ー テ ル の 輸 出 部 を な し 、
周 縁 内 腔 管 は 輸 入 部 を な す 。 か ん 流 さ れ た 液 体 の 一 部 は 、 遠 位 端 部 の カ テ ー テ ル の 膜 組 織
を 通 じ て 組 織 に 注 入 さ れ 、 細 胞 外 組 織 液 は 、 同 じ 膜 組 織 お よ び 輸 出 内 腔 管 を 通 じ て 排 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 微 小 透 析 用 カ テ ー テ ル お よ び 類 似 の カ テ ー テ ル は 組 織 を 観 察 す る た め に 設 計 さ れ る が 、
前 述 の 同 時 に 行 わ れ る 注 入 お よ び 排 出 は 、 マ イ ク ロ リ ッ タ の 流 量 速 度 で 行 わ れ る 。 治 療 に
応 用 す る に は 、 よ り 多 く の 液 体 置 換 速 度 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 体 液 に 用 い ら れ る 全 て の 種 類 の 公 知 の カ テ ー テ ル に 共 通 す る 問 題 は 、 生 体 物 質
が 内 腔 の 排 出 端 部 に 詰 ま る こ と 、 あ る い は 有 機 物 質 （ 主 に タ ン パ ク 質 ） に よ り そ の 液 体 交
換 膜 （ 微 小 透 析 用 カ テ ー テ ル の 膜 組 織 ） を 覆 う こ と に よ る 、 そ の 閉 塞 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル は 、 い か な る 閉 塞 の 問 題 も な く 、 幅 広 い 流 速 域 で
、 同 時 に 大 量 の 液 体 を 注 入 お よ び 排 出 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル は 、 近 位 端 部 の 注 入 お よ び 排 出 機 器 に 適 切 に 接 続 さ れ 、 遠 位 端
部 を 覆 う フ ィ ル タ 、 ま た は 膜 組 織 、 ま た は 格 子 、 ま た は 網 目 の 籠 を 有 し て 、 同 時 に 注 入 お
よ び 排 出 を 行 う た め に 流 体 力 学 的 に 動 作 す る 機 器 を 含 む 、 ２ つ の 同 軸 内 腔 管 か ら 成 る 。 注
入 内 腔 管 は 、 他 の 管 を 通 じ た 排 出 を そ の 動 き と 同 時 に 推 進 す る 一 方 で 、 カ テ ー テ ル 周 囲 の
空 間 を 潤 す 機 器 に 適 切 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 を 塞 ぐ い か な る 生 体 物 質 を も 除 去 す る た
め に 、 循 環 す る 液 体 の 剪 断 力 を 利 用 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 添 付 さ れ た 図 面 は 、 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル の 多 く の 可 能 な バ リ エ ー シ ョ ン の う ち の ２
つ を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル は 注 入 内 内 腔 管 （ ２ ） と 排 出 外 内 腔 管 （ １ ） と を 有 す る 。 液 体
は 、 注 入 機 器 （ １ ４ ） 、 ま た は カ テ ー テ ル の 端 部 周 辺 の 組 織 の 圧 力 に 対 し 正 圧 を 有 す る 液
体 容 器 に よ り 供 給 さ れ る が 、 そ の 一 方 で 、 還 流 液 は 、 負 圧 ポ ン プ ま た は カ テ ー テ ル の 端 部
周 辺 の 組 織 の 圧 力 に 対 し 負 圧 を 有 す る 液 体 容 器 に よ り 収 集 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 カ テ ー テ ル は ２ つ の 対 向 す る 流 れ を ２ つ の 異 な る 内 腔 管 に
分 岐 す る た め の 分 岐 部 （ １ ６ ） を 有 す る 。 外 内 腔 管 の 遠 位 端 部 は 、 フ ィ ル タ も し く は 膜 組
織 も し く は 格 子 も し く は 網 の 籠 で あ る 、 交 換 面 （ ４ ） を 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 蒸 留 水 か ら 薬 品 を 有 す る 栄 養 剤 溶 液 ま で 変 更 さ れ う る 、 内 内 腔 管 （ ２ ） を 通 じ て 矢 印 Ｂ
に 従 っ て 供 給 さ れ る 液 体 は 、 注 入 液 と 組 織 周 辺 の 細 胞 外 体 液 に 含 ま れ る 物 質 と の 間 で 物 質
交 換 が 生 じ る 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 部 に 到 達 す る 。 液 体 は 排 出 機 器 お よ び ／ ま た は 集 積 槽
お よ び ／ ま た は 計 測 シ ス テ ム （ １ ５ ） へ 矢 印 Ｃ に 従 っ て 戻 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 交 換 面 に 蓄 積 さ れ 、 そ の 結 果 カ テ ー テ ル を 塞 ぐ 有 機 物 質 を 除 去 す る た め に 、 内 内 腔 管 （
２ ） か ら そ の 供 給 を 受 け る 液 体 噴 射 は 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 穴 部 （ ８ ） を 経 て 液 体 交
換 面 の 内 壁 （ ４ ） に 対 し て 散 布 さ れ る 。 図 ２ 、 ４ 参 照 。 噴 射 は 、 矢 印 Ａ 方 向 に 動 作 す な わ
ち 回 転 機 器 （ ３ ） を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ 、 ３ 、 お よ び ４ は 同 じ 概 念 の 多 く の 可 能 な バ リ エ ー シ ョ ン の う ち ２ つ を 図 示 す る 。
図 ２ 、 ３ に 示 さ れ る 第 １ の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 は 中 空 ね じ り 平 板
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形 状 を 有 し 、 一 方 、 図 ４ に 示 さ れ る 第 ２ の バ リ エ ー シ ョ ン で は 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 は
二 重 ら せ ん 鎖 に 似 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） は 、 液 体 供 給 口 と し て 、 ま た 内 内 腔 管 （
２ ） の 遠 位 端 部 で あ る ス テ ー タ （ ６ ） の 軸 受 け と し て 提 供 さ れ る 穴 部 （ ５ ） を 保 持 す る 。
ス テ ー タ （ ６ ） は 円 周 お よ び そ の 端 部 に 、 内 内 腔 管 （ ２ ） か ら ス テ ー タ と 動 作 す な わ ち 回
転 機 器 と の 間 の 中 空 部 （ ７ ） へ 液 体 が 流 出 す る た め の 貫 通 穴 す な わ ち 開 口 部 （ １ ３ ） を 保
持 す る 。 こ の 中 空 部 は 、 ス テ ー タ （ ６ ） の 外 径 が 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 穴 部 （ ５ ） の 直
径 よ り も わ ず か に 小 さ い た め に 生 じ 、 滑 り 軸 受 け 機 能 の 原 則 に 従 う こ と に よ り 多 量 移 送 小
空 間 お よ び 摩 擦 解 消 部 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） は ら せ ん 形 状 を 有 し 、 穴 す な わ ち 開 口 部 （ ８ ） を 保 持 す る
。 穴 す な わ ち 開 口 部 （ ８ ） は ス テ ー タ と 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 と の 間 の 中 間 部 （ ７ ） か ら
液 体 を 取 り 入 れ 、 回 転 推 進 力 が 得 ら れ る よ う に 放 射 状 以 外 の 方 向 角 で 交 換 面 の 壁 （ ４ ） に
対 し て 液 体 の 方 向 を 向 け 直 す 。 図 ２ 、 ４ 参 照 。 方 向 角 は 機 器 （ ３ ） の 回 転 周 波 数 と 交 換 面
壁 に 加 え ら れ る 剪 断 力 と の 間 の 妥 協 点 に 基 づ い て 選 択 さ れ る 。 す な わ ち 、 や や 放 射 方 向 に
偏 っ た 角 度 の 選 択 は 、 高 い 剪 断 力 と な る が 一 定 時 間 あ た り の 少 な い 回 転 数 と な り 、 一 方 で
、 や や 円 周 方 向 に 偏 っ た 角 度 の 選 択 は 、 低 い 剪 断 力 と な る が 、 一 定 時 間 あ た り の よ り 多 い
回 転 数 と な る 。 そ れ ゆ え に 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） は 交 換 面 （ ４ ） を 塞 ぐ 生 体 残 渣
を 除 去 す る だ け で な く 、 そ の 動 作 す な わ ち 回 転 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 、 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） は 全 体 的 に ま た は 特 定 の ら せ
ん 形 状 を 有 し 、 噴 射 が 引 き 起 こ す 回 転 に よ り 近 位 面 （ １ ７ ） が 体 外 の 集 積 器 具 へ 液 体 を 強
制 的 に 戻 す よ う 液 体 を 近 位 方 向 に 押 す 回 転 方 向 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の こ と は 、 生 体 物 質 を 除 去 す る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ あ る い は 膜 組 織 あ る い は 格 子 あ
る い は 網 の 籠 を 通 じ て 交 換 さ れ る 生 体 物 質 の 沈 滞 を 避 け る た め に は 非 常 に 効 果 的 で あ る 。
図 ２ 、 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 端 部 （ ９ ） は 、 相 対 的 な 動 作 す な わ
ち 回 転 を 同 時 に 考 慮 し て 外 管 （ １ ） 内 面 の 一 定 の 場 所 に 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 を 保 持 す る
よ う に 置 か れ る 。 こ れ を 容 易 に す る た め 、 外 管 の 下 部 は 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） の
端 部 （ ９ ） を 収 容 す る た め の 凹 部 （ １ ０ ） を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 移 動 リ ミ ッ タ （ １ １ ） は 、 全 て の 傾 き の 下 で の 操 作 を 保 証 す る た め に 、 内 管 の
適 切 な 高 さ に 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 管 （ ２ ） は 機 能 に お け る 均 一 性 を 保 証 す る た め に 、 外 管 （ １ ） に 対 し て 同 軸 の 中 心 に
置 か れ る 。 こ れ を 得 る た め に 、 １ 以 上 の セ ン タ リ ン グ サ ポ ー ト （ １ ２ ） が 内 管 と 外 管 と の
間 に 、 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 （ ３ ） の 位 置 に ち ょ う ど 近 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ テ ー テ ル は 、 挿 入 さ れ た 組 織 が 相 対 的 に 安 定 し た カ テ ー テ ル の 出 口 点 に 対 し て い か な
る 動 作 を す る 間 で も 抵 抗 を 生 じ な い よ う 全 体 と し て 柔 軟 性 を 有 す る が 、 遠 位 端 部 は 動 作 す
な わ ち 回 転 機 器 が 適 切 に 動 く こ と を 保 証 す る た め に わ ず か に 堅 く な け れ ば な ら な い 。 こ の
よ う に 、 材 料 は 内 管 お よ び 外 管 の 遠 位 端 部 に お い て 相 対 的 な 堅 さ を 提 供 す る よ う に 適 切 に
選 択 さ れ る が 、 よ り 柔 軟 な 材 料 が カ テ ー テ ル の 残 り に 対 し て 選 択 さ れ る 。 特 定 の 臨 床 お よ
び 検 査 用 途 に 対 し て で は あ る が 、 カ テ ー テ ル 全 体 が 堅 く さ れ う る 。 カ テ ー テ ル の 材 料 は 、
生 体 適 合 物 質 へ の 考 慮 を 含 ん だ 、 臨 床 お よ び 検 査 用 カ テ ー テ ル に 関 し て 存 在 す る 基 準 お よ
び 規 制 に 適 合 す る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 治 療 用 カ テ ー テ ル の 概 観 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 注 入 用 外 内 腔 管
　 ２ 　 排 出 用 内 内 腔 管
　 ３ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器
　 ４ 　 液 体 置 換 面
　 ５ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 、 穴 部 す な わ ち ス テ ー タ 軸 受
　 ６ 　 ス テ ー タ
　 ７ 　 ス テ ー タ と 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 と の 間 の 中 間 部
　 ８ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 穴 部 、 す な わ ち 開 口 部
　 ９ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 端 部
　 １ ０ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 端 部 の 軸 受
　 １ １ 　 内 内 腔 管 の 移 動 リ ミ ッ タ
　 １ ２ 　 セ ン タ リ ン グ サ ポ ー ト
　 １ ３ 　 ス テ ー タ の 貫 通 穴 す な わ ち 開 口 部
　 １ ４ 　 注 入 機 器
　 １ ５ 　 排 出 機 器 お よ び ／ ま た は 収 集 タ ン ク お よ び ／ ま た は 解 析 機 器
　 １ ６ 　 カ テ ー テ ル 分 岐 部
　 １ ７ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 近 位 面
　 Ａ 　 動 作 す な わ ち 回 転 機 器 の 動 作 、 す な わ ち 回 転 方 向
　 Ｂ 　 注 入 液 の 方 向
　 Ｃ 　 排 出 液 の 方 向
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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